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「８０２０達成者」表彰
受賞記念コメント集

令和6年度「８０２０（はちまるにいまる）達成者」表彰では、

49名の方々が受賞されました。

受賞の皆さまからお寄せいただいた、メッセージをご紹介させていただきます。

また、中央区・京橋歯科医師会・お江戸日本橋歯科医師会からの

ご挨拶と祝福メッセージをお送りいたします。

お江戸日本橋歯科医師会からのメッセージ
（https://www.418.co.jp/nihonbashi/）

「8020達成者」表彰を受けられた皆さま、今回の受賞おめでとうございます。皆さま

の受賞は、日頃よりお口のケアに十分注意をされた結果だと思います。これからもなお

一層、お口の健康に関心を持っていただくようお願い申し上げます。

人間にとって理想のむし歯ゼロは０歳からのマウスケアが大切です。また歯周病は歯

そのものではなく歯を支える組織の病気で、ある程度進行しないと痛みも出ません。進

行してからでは、細菌が体の中にまで入り込み、肺炎や糖尿病など全身の病気との繋が

りも深いと言われています。そのためにも予防と早期発見、早期治療が重要です。

これからもお口の健康を維持してまいりましょう。

お江戸日本橋歯科医師会では、いつまでも皆さまのお口の健康を保つことのお手伝い

をしたいと考えておりますので、ぜひ、お気軽にご相談いただければと思います。

京橋歯科医師会からのメッセージ
（http://www.migakun.com/）

「8020達成者」の皆様、おめでとうございます。今回の受賞は、日頃から皆様の「お

口の健康」に対するご努力の賜物だと思います。これからも「お口の健康」づくりに取

り組んでいただければと思います。

さて、私たちが普段なにげなく使っているお口の役割のひとつに「食べる」という機

能があります。食べ物をよく噛んで食べるということは、栄養だけでなく、五感を通し

た味わいや満足感、幸福感など心の栄養まで得ることができます。健全な食生活を維持

する上での最初の器官である「お口の健康」が重要であることは言うまでもなく「健康

長寿はお口の健康から」と言われる由縁でもあります。

また、お口を健康に保つことによって、加齢とともに起こる様々な変化を遅らせるこ

とができる事をご存知でしょうか。そのためにはよく噛んで食べることが何よりも大切

です。

いつまでも元気で長生きしたい！そんな皆様の願いを叶えるべく京橋歯科医師会は「

健康はお口から」という意識のもと、皆様のお口の健康を守るお手伝いをさせていただ

きたいと考えております。何でもお気軽にご相談下さい。

ごあいさつ

80歳で20本以上の歯を保っておられる「8020達成者」表彰を受けられた皆さま、おめで

とうございます。心からお祝い申し上げますとともに、日頃からのお口のケアにご努力され

てきたことに敬意を表します。

さて、中央区の歯科保健の状況でございますが、8020達成者の割合は71.6％（令和５年

度調査）となっており、全国平均推計51.6％（令和4年度調査）と比べ良好な状況です。近

年、全身の健康状態と“口腔の健康”はとても密接に関係していることがさまざまな研究か

ら明らかになり、歯科保健の重要性が注目されています。

中央区では、「生涯を通じた歯と口の健康づくり」を掲げ、区民の方々の各ライフステー

ジに沿った歯科保健事業に取り組んでいます。また、「歯科口腔保健の増進に関する法律」

に基づき、国民が健やかで心豊かに生活できるよう、歯と口腔の健康を保持するための施策

をより一層推進してまいります。

本紙には、「8020達成者」表彰を受賞された方々から健康づくりの体験談や決意など多

くのメッセージが寄せられています。区民の方々への貴重な教訓となることでしょう。

結びに、本事業にご協力いただきました皆さまおよび関係各位にあらためて感謝申し上げ

ます。

中央区保健所長
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～受賞者４9名～

アンケート結果

最高年齢 ９３歳（２４本）

最大本数 ３１本（８４歳）

平均年齢 ８１．９歳

受賞者

１人あたり平均歯数 ２６．１本


